
「
あ
や
、
公
文
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
て
の
は
こ
こ
が
？
」
と
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
の
円
形
カ
ウ
ン

指
さ
し
た
あ
る
お
客
さ
ん

「
い
え
。
二
階
閲

タ
ー
（
無
人
）
を

。

皆
様
お
間
違
い
な
く
。

覧
室
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
で
す
」
と
笑
顔
で
応
対
。

第
２
講
〜

〜

陪
臣
家
筋
取
調
書
ば
い
し
ん
い
え
す
じ
と
り
し
ら
べ
し
ょ

整理番号 資料名 誰の陪臣が分かるか？

県D-8-1 陪臣家筋取調書 1
佐竹虎菊（北家）・佐竹源六郎（東家）・佐竹守雄（南家）・
佐竹九郎（西家）

県D-8-2 陪臣家筋取調書 2 石塚源一郎・大山十郎・戸村秀雄

県D-8-3 陪臣家筋取調書 地

梅津小太郎・梅津   藤十郎・大越源十郎・小野寺　 忠見・
梅津平八郎・山方権大参事・荒川久太郎・梅津右馬之助・
渋江武之助・大塚九郎兵衛・信太紀四郎・黒沢　 友三郎・
梅津弥三郎・疋田　 久太夫・岡 谷 半 八・寺崎   藤九郎・
平元小六郎・金      保太郎・介 川 作 美・茂  木  国  雄・
中 安 泰 治

県D-8-4 陪臣家筋取調書 3
今宮斐太郎・小野岡篤雄・岡 本  又太郎・古内茂右衛門・
真壁又十郎・宇都宮四郎・多賀谷彦四郎・茂 木  弥三郎・
伊達彦九郎・武茂源五郎・箭田野   八郎・塩 谷  弥太郎

県D-8-5 陪臣家筋取調書 天

小野崎   攻・和田少参事・小貫宇右衛門・酒  出  八  郎・
松野弥五郎・早川考之助・真  崎       広・小田野  常 也・
戸村賢之助・小 場 為 治・小 瀬  縫殿助・小野崎  三 郎・
今 宮 源 太・茂木乙之助・茂 木    豊 治・小鷹狩  源 太・
渋 江 内 膳・須田新三郎・田 代  勝三郎・前小屋源七郎・
石川忠兵衛・福原忠三郎・佐 藤     茂

「
先
祖
は
秋
田
藩
士
だ
と
聞
い
て
い
た
の
に
…
分
限
帳
に
な
い
…
」
と
落
ち
込
む
利

用
者
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
藩
士
は
直

臣
と
言
わ
れ
る
佐
竹
藩
侯
の
家
臣
と
、
陪

臣
と
言
わ
れ
る
家
臣
の

じ
き
し
ん

ば
い
し
ん

家
臣
の
二
種
類
が
あ
り
ま
し
て
、
分
限
帳
に
は
直
臣
し
か
載
っ
て
い
な
い
の
で
す
」
と

答
え
ま
し
た
。

こ
の
陪

臣
を
調
べ
る
格
好
の
資
料
が
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
五
冊
で
す
。
秋
田
藩

ば
い
し
ん

で
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
家
臣
か
ら
陪
臣
の
名
前
と
俸
禄
、
陪
臣
と
な
っ
た
経

、

「

」

。

緯
を
報
告
さ
せ
て
お
り

こ
れ
が

陪
臣
家
筋
取
調
書

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た

名
前
の
分
か
る
陪
臣
は
上
の
表
の
藩
士
の
陪
臣
で
、
家
人
や
歩
行
、
中
に
は
足
軽
や

草
履
取
の
名
前
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
と
し
て
梅
津
小
太
郎
（
梅
津
憲
忠
（
梅
津
政
景
の
兄
）
の
子
孫
）
を
見
る
と
、
家

人
三
十
七
人
の
う
ち
、
一
六
〇
〇
〜
一
六
九
九
年
に
は
二
十
一
人
、
一
七
〇
〇
〜
一
七

九
九
年
に
は
五
人
、
一
八
〇
〇
〜
一
八
六
九
年
に
は
十
一
人
が
取
り
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
秋
田
藩
士
の
中
で
名
門
と
言
わ
れ
る
梅
津
家
で
も
、
江
戸
時
代
の
中
後
期
以
降
に

召
し
抱
え
ら
れ
た
陪
臣
が
多
い
の
で
す
。

一
般
に
江
戸
時
代
の
武
士
社
会
は
身
分
が
固
定
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
な
ぜ
陪
臣
の
新
規
召
し
抱
え
が
目
立
つ
の
か
？
こ
れ
を
考
え
る
と
、
先
祖
調
べ

は
歴
史
学
に
昇
華
し
ま
す
。

な
お
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
五
冊
は
閲
覧
室
に
複
製
資
料
が
あ
り
ま
す
。
出
納
申
請

な
し
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
回
は
秋
田
藩
士
の
系
図
の
調
べ
方
を
紹
介
し
ま
す
。
次
号
も
お
楽
し
み
に
。

（

）

畑
中
康
博
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秋
田
県
公
文
書
館
に
は
、
県
内
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
本
が
あ
り
ま
す
。
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

虎
屋
文
庫
「
和
菓
子
」

「
虎
屋
文
庫
資

三
〜
一
三
・

料
展
」

『
虎
屋
の

二
十
三
冊
（
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
六
）
・

通
史
編
・
史
料
編

五
世
紀
』

「
い
つ
創
業
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
奈
良
時
代
に

創
業
し
た
伝
承
も
あ
る
」
と
い
う
、
羊

羹
で
有
名
な

よ
う
か
ん

虎
屋
の
資
料
館
が
出
し
て
い
る
本
で
す
。
後
陽
成
天
皇

の
在
位
中
（
一
五
八
六
〜
一
六
一
一
）
か
ら
禁
裏
御
用

を
勤
め
、
以
来
歴
代
天
皇
・
皇
族
の
御
用
菓
子
屋
に
な

っ
た
と
の
由
。
現
在
本
社
は
赤
坂
に
あ
り
ま
す
が
、
江

戸
時
代
の
一
時
期
に
江
戸
に
出
店
し
た
こ
と
を
除
き
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
東
京
に
進
出
す
る
ま
で
京

都
で
営
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
虎
屋
の
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
大
名

は
西
日
本
に
限
ら
れ
、
中
で
も
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
綱
矩

は
、
一
度
の
注
文
が
店
の
月
間
売
り
上
げ
の
１
／
４
に

な
る
ほ
ど
の
入
れ
込
み
よ
う
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
ま

、

、

た

熊
本
藩
主
細
川
綱
利
は
虎
屋
の
職
人
を
呼
び
寄
せ

藩
の
御
用
菓
子
屋
に
製
法
を
伝
授
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
江
戸
時
代
の
大
名
の
舌
を
と
ろ
け
さ
せ
た

虎
屋
の
菓
子
で
す
が
、
店
の
「
御
用
記
録
」
に
秋
田
藩

は
登
場
し
ま
せ
ん
。
弘
前
・
仙
台
・
会
津
藩
か
ら
は
注

文
を
受
け
て
い
る
の
で
す
が
、
秋
田
藩
京
都
留
守
居
や

大
坂
留
守
居
の
舌
に
虎
屋
の
味
は
な
じ
ま
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

虎
屋
文
庫
の
本
は
様
々
な
角
度
か
ら
和
菓
子
の
研
究

が
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
秋
田
県
の
「
な
る
と
餅
」

は
、
角
館
に
住
ん
だ
京
都
の
旅
芸
人
が
京
風
の
菓
子
を

作
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま
す

お

。（
「

米
の
七
変
化
展
」
第
５
９
回
虎
屋
文
庫
資
料
展
（
０
６

―
７
３
６

）
）

眺
め
る
だ
け
で
唾
液
腺
が
緩
む
こ
と
は
間

と
に
か
く
、ど

う
ぞ
御
一
読
く
だ
さ
い
。

（
畑
中
）

違
い
な
し
。

秋
田
県
公
文
書
館
の
蔵
書
は
、
検
索
テ
ー
ブ
ル
の

『
行
政
刊
行
物
目
録
』
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。

御
利
用
の
際
は
『
行
政
刊
行
物
目
録
』
で
検
索
の
上
、

カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
繭
荷
一
件

秋
田
領
内
で
は
宝
暦
期
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
）

に
福
島
か
ら
養
蚕
技
術
が
伝
わ
り
、
天
明
期
（
一
七
八

一
〜
一
七
八
九
）
に
は
領
内
南
部
の
村
々
に
普
及
し
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

雄
勝
郡
下
院
内
村
の
松
右
衛
門
が
繭
荷
を
他
領
へ
運
び

出
そ
う
と
し
た
と
疑
い
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果

松
右
衛
門
は
欠
落
（
か
け
お
ち
＝
逃
亡
）
し
、
こ
れ
を

見
た
藩
は
松
右
衛
門
の
捜
査
を
開
始
し
ま
す

（

町
触

。
「

控
」
Ａ
３
１
７
―
５
７
―
１
０
）

当
時
藩
は
絹
糸
と
真
綿
の
他
領
移
出
を
禁
じ
な
が
ら

も
、
繭
の
移
出
は
認
め
る
政
策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

松
右
衛
門
の
荷
物
を
差
し
押
さ
え
た
の
は
、
米
の
他

領
移
出
を
差
し
止
め
る
米
留
役
人
で
、
繭
荷
を
不
審
な

荷
物
と
見
な
し
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
事
件
は
、
山
形
最
上
領
の
柴
橋
の
代

官
が
抗
議
し
て
き
た
こ
と
で
、
領
内
だ
け
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た

（

御
代
官
御
検
地
役
控
」

。
「

Ａ
３
１
７
―
５
８
―
６
）

抗
議
の
内
容
は
、
村
山
郡
白
岩
村
の
正
兵
衛
が
秋
田

領
雄
勝
・
平
鹿
郡
の
上
畑
村
他
五
ヶ
村
で
買
い
集
め
た

繭
を
松
右
衛
門
に
送
り
届
け
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た

の
に
、
秋
田
藩
の
役
人
が
差
し
押
さ
え
た
の
で
届
か
な

か
っ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

領
外
に
移
出
が
許
可
さ
れ
て
い
る
繭
荷
を
差
し
押
さ

え
た
の
は
米
留
役
人
の
失
態
で
、
藩
は
代
官
に
弁
明
す

る
と
共
に
関
係
者
へ
の
処
罰
を
下
し
ま
す
。
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
九
月
十
六
日
の
『
御
亀
鑑
』
第
六
巻
秋

府
（
二
）
を
見
る
と
、
院
内
の
組
下
持
大
山
十
郎
宅
で

院
内
給
人
組
頭
近
藤
案
左
衛
門
と
佐
藤
与
治
右
衛
門
を

監
督
不
行
届
に
よ
り
組
頭
罷
免
・
禄
高
半
禄
没
収
・
閉

門
と
し
、
松
右
衛
門
の
荷
物
を
差
し
押
さ
え
た
院
内
給

人
近
藤
織
部
・
諸
越
清
兵
衛
・
諸
越
十
右
衛
門
・
石
野

森
嘉
藤
治
を
改
易
す
る
処
分
を
下
し
て
い
ま
す
。

欠
落
し
た
松
右
衛
門
は
？
実
は
松
右
衛
門
へ
の
処
分

を
記
し
た
文
書
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

。

（

）

是
非
閲
覧
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い

越
中
正
一
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今
月
の
公
文
書
館
の
蔵
書
紹
介


